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平成１５年９月２６日 

 
各 位 

 

会社名   荒川化学工業株式会社 

本社所在地 大阪市中央区平野町 1丁目 3番 7号 

代表者名  取締役社長  末村 長弘 

(コード番号 4968 東証第一部、大証第一部) 

問合せ先  取締役経営企画室長 中尾 光良 

ＴＥＬ(06)6209-8500(代表) 

 

 

日本ぺルノックス株式会社の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 
 

 

 当社は、平成１５年９月２６日開催の取締役会において、日本ペルノックス株式会社の株式を取得

し、子会社化することに関する基本契約書の承認を決議いたしましたので、下記のとおりお知らせい

たします。 

 

記 

 

１．株式の取得の理由 

当社は、平成１５年４月からスタートした中期５ヵ年経営計画において「新規事業の創生」を重要

テーマのひとつとして掲げ、特に電子材料関連分野の強化を最重要課題として、これまで育んできた

新規分野の更なる発展と、将来の新たな展開を可能とする新規事業の創生に取り組んでおります。 

一方、日本ペルノックス株式会社は、日本板硝子株式会社の子会社で、エポキシ樹脂、シリコーン

樹脂をはじめ、特徴のある電子材料用樹脂を製造し、エレクトロニクス関連業界を中心に供給してお

ります。同領域においては、多くの分野でトップクラスの実績を有している企業です。 

このような日本ペルノックス株式会社を子会社化することは、電子材料関連分野での当社の次代を

支える柱となる事業の育成にあたって、当社が大きく前進することを可能とするものと判断し、同社

を子会社化することを決断しました。 

また、日本ペルノックス株式会社は電子材料関連分野の中でも、当社より川下の領域に位置し、エ

レクトロニクス関連業界の多数の有力な顧客と密接な関係を有しております。 

今後は、両社が協力をして、両社が単独では得ることのできなかった顧客ニーズを掴み、これまで

に培ってきた技術との相乗効果を発揮することで、荒川化学グループの電子材料関連分野の中長期的

な拡大をはかり、電子材料関連分野におきましても皆さまの「スペシャリティー・ケミカル・パート

ナー」となれるよう努めてまいります。 
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２．異動する子会社（日本ペルノックス株式会社）の概要 

（1） 商 号  日本ペルノックス株式会社 

（2） 代 表 者  赤澤 旭 

（3） 所 在 地  東京都港区新橋一丁目8番3号 

（4） 設 立 年 月 日  昭和45年1月27日 

（5） 主な事業の内容  エポキシ樹脂、シリコーン樹脂等の合成樹脂および合成樹脂

使用製品の製造ならびに販売 

（6） 決 算 期  3月31日 

（7） 従 業 員 数  93名 

（8） 主 な 事 業 所  本社・秦野事業所（神奈川県秦野市） 

開発センター・足柄事業所（神奈川県南足柄市） 

（9） 資 本 の 額  6,000万円 

（10） 発行済み株式総数  120,000株 

（11） 大株主構成および 
所 有 割 合 

 日本板硝子株式会社 100％ 

（12） 最近事業年度における業績 

 平成 15 年 3月期 

売 上 高 4,363 百万円 

経 常 利 益 402 百万円 

総 資 産 3,423 百万円 

       （注）金額は単位未満を切捨て表示しております。 

 

３．株式の取得先 

（1） 商 号  日本板硝子株式会社 

（2） 代 表 者  出原 洋三 

（3） 本 店 所 在 地  大阪市中央区北浜四丁目7番28号 

（4） 主 な 事 業 の 内 容  板ガラス、情報電子用ガラス部品、ガラス繊維等の製造 

（5） 当 社 と の 関 係  なし 

 

４．取得株式数および取得前後の所有株式の状況 

（1） 異動前の所有株式数 0株 （所有割合  0％） 

（2） 取 得 株 式 数 102,000株 （約20億円） 

（3） 異動後の所有株式数 102,000株 （所有割合 85％） 

 

５．日程 

平成15年9月26日  株式譲渡基本契約書締結 

平成15年9月29日  監査開始 

平成15年10月16日  株式売買契約書締結（予定）、株券引渡し期日（予定） 

 

６．今後の見通し 

平成１５年１０月以降の日本ペルノックス株式会社の業績が、当社の連結決算に影響してまいりま

す。現時点では、当該会社は従来通りの業績があげられるものと想定しています。 

 

以 上  


